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て合計 40 地点を無作為に抽出した。2）次に、各地点の住民基本台帳から 1 地点 15 名ずつ、小
中学生と同居する母親世代（主に 30 ～ 40 歳代）の女性 600 サンプルを無作為に抽出した。こ








い」の 4 項目について、「そう思う」から「そう思わない」まで 4 段階で回答してもらった結果に対
して因子分析を行った。その結果、表 1 の通り、固有値 1 を超える 2 つの因子が抽出された。因






















































地位達成 本人年収 フルタイム 夫年収 住宅地
地位達成志向 1.00
本人年収 0.17  ** 1.00
本人フルタイム就業 0.16  ** 0.76 ** 1.00
夫年収 0.02 -0.11 † -0.14 * 1.00



















社会貢献 世話 相談 気持ち 会話
社会貢献志向 1.00
子供の世話 0.08 1.00
悩みの相談 0.13 * 0.55 ** 1.00
気持ちの共有 0.14 * 0.52 ** 0.80 ** 1.00
会話の豊かさ 0.11 * 0.32 ** 0.40 ** 0.37 ** 1.00
注）**p<0.01　**p<0.05 †p<0.10
表 4  親との関係
社会貢献 実母気持ち 義母気持ち 実母会話 義父会話 義母会話
社会貢献志向 1.00
気持ちの共有（実母） 0.07 1.00
気持ちの共有（義母） 0.14 * 0.35 ** 1.00
会話の豊かさ（実母） 0.09 0.43 ** 0.11 † 1.00
会話の豊かさ（義父） 0.14 * 0.18 ** 0.28 ** 0.25 ** 1.00

































社会貢献 世話 相談 気持ち 会話
社会貢献志向 1.00
子どもの世話 0.12 * 1.00
悩みの相談 0.08 0.27 ** 1.00
気持ちの共有 0.15 ** 0.32 ** 0.52 ** 1.00
会話の豊かさ 0.00 0.18 ** 0.23 ** 0.32 ** 1.00
注）**p<0.01　**p<0.05 †p<0.10
表 6  子育て志向と社会観の関連
地位達成 社会貢献 学歴志向 学歴必要 学校信頼
地位達成志向 1.00
社会貢献志向 -0.00 1.00
高学歴志向 0.38 ** 0.05 1.00
学歴必要観 0.39 ** 0.03 0.57 ** 1.00




地位達成 社会貢献 学歴志向 学歴必要 学校信頼
地位達成志向 1.00
社会貢献志向 -0.00 1.00
周囲の高学歴志向 0.18 ** 0.01 1.00
周囲の学歴必要観 0.21 ** -0.00 0.70 ** 1.00
周囲の公立校への信頼 0.04 0.08 0.04 -0.01 1.00
注）**p<0.01　**p<0.05 †p<0.10
























の 4 類型を作成した。その構成比は図 2 の通りで、前 2 者が約 3 割とやや多く、消極型が 17 ％
とやや少ない。
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子育てに関する調査（ベネッセ教育総合研究所・朝日新聞社 2018）では、回答者の 92.6 ％が母親である
のに対し、父親は 6.5 ％に留まる（その他不明が 0.8 ％）。こうした状況で、父親の回答を分析に用いる
ことは難しい。
7）　人口量の多い都市部では、選択的かつ同質的なネットワーク形成が促進されやすいと指摘されてい




10）  ちなみに、世帯年収は 10 ％水準でみれば有意な正の効果を持つ。しかし、夫年収が相関しないこと、
本人年収と夫年収は負の相関を持つことから、重要なのは本人年収なのだと判断できる。
11）  一元配置分散分析による平均値の差の検定結果は 1 ％水準で有意であった。また、多重比較によっ
て類型毎の比較を行ったところ、消極型および利己的達成型と社会貢献重視型との間の比較が 5 ％水準
で統計的に有意であった。
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